
派 遣 報 告 書（報告者：田島 誠孝 ） 

大会名 第 55 回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会 

開催地 長崎県大村市 

日 時 令和 ７年 ２月 15 日（土）～ 16 日（日） 

担当ｹﾞｰﾑ 1 （女子） 精華女子（福岡県）  vs  石川（沖縄県） 

クルー CC:紀伊孝哉 U1: 岩村宗一郎 U2: 田島誠孝 

担当ｹﾞｰﾑ 2 （男子） 瓊浦（長崎県）  vs  福大大濠（福岡県） 

クルー CC:前田準大 U1: 石嶺壮一郎 U2: 田島誠孝 

（担当ゲーム１）Pre-Game Conference （担当ゲーム２）Pre-Game Conference 

○チーム情報（キープレイヤー） 

○プライマリ 

○ゲーム運営（TO との協力） 

○チーム情報（キープレイヤー） 

○ヘルプディフェンダー 

○アーリーローテーション（センターのチェックイン・チェックアウト） 

○3or2 の協力 

（担当ゲーム１）Post-Game Conference （担当ゲーム２）Post-Game Conference 

・ プレカンで打ち合わせた通り、ビックマンに対してボールサイド2

になるように意識し、ベーシックなメカニクスを実践することがで

きた。 

・ ゲーム中もクルーとコミュニケーションを取り合って、タイマーや

ショットクロックなどの表示物の管理ができた。 

・ TO と協力し、スムーズなゲーム運営ができた。 

・ 留学生に対する守り方で、イリーガルなものを判定できた。そ

の結果、プレイヤーのメンタルを落ち着かせゲームを運営でき

た。 

・ CC とのコミュニケーションをとって、UF を判定したケースの確

認。 

・ ドリブルやディフェンスに対する技術をどれだけ理解し、判定に

つなげられるか。 

今大会に参加しての感想など 

 今大会を通して、多くの県外クルーと九州のレベルの高いゲームを担当させていただき、経験を積めたことに感謝します。いろいろな方と

つながれたことで、これからの活動に対するモチベーションが高まりました。 

 担当したゲームを通して、プレイヤーの技術やベンチの戦術に対する理解がまだまだ足りていないと感じました。しかし、クルーから情報を

共有していただき、メカニクスの準備・判定につなげることができたのは成果です。学んだことを自分の引き出しに入れて、今後も研鑽して

いきます。 

 最後に、今回の派遣にあたり、期間中長崎県の皆様には会場の設営、撮影の準備等、お世話になりました。また本県協会関係者

の皆様に感謝申し上げ、報告とさせていただきます。ありがとうございました。 

 


